
 

なかよし学級 国語科学習指導案 

指導者 ２組 Ｔ１ 切田 美香子    【公開授業Ⅰ】 

Ｔ２ 金野 奈緒美   

               

１組 Ｔ１ 酒井 浩文     【公開授業Ⅱ】 

Ｔ２ 金野 奈緒美 

 

１ 単元名「なかよしコーナーで伝えよう！」 

  小単元名「なかよしクッキング！」 

 

２ 単元について 

⑴ 児童について 

これまでに，日常生活や学校生活を題材として，「したこと」と「気持ち」を書く学習をし

てきた。低学年を中心としたグループでは，「様子を表す表現」を用いると詳しく伝わること

を学習した。高学年を中心としたグループでは，「様子を表す表現」の他に「順序を表す言

葉」を用いると，時間の経過が伝わることを学習した。また，作文に書く内容を決める観点

は，「見たこと」「聞いたこと」「話したこと」「触ったこと」「思ったこと」「分かったこ

と」であるということも学習している。 

運動会や水泳学習の作文では，「したこと」と「気持ち」を書くことはできたが，どのよう

に走ったり泳いだりしたかという表現については悩むことが多く，全体的にまだ不十分であ

る。また，自分一人で文章を考えることが難しい児童がほとんどで，指導者と話しながら書く

内容を確認し文章にしている。児童の発達段階にもよるが，文章の書き方や観点の表現の仕

方，語彙の広がりなどの面でそれぞれの課題を抱えている。 

 

⑵ 教材について 

    本単元の目標は，学習指導要領第１学年及び第２学年の「Ｂ 書くこと 経験したことや想

像したことなどについて，順序を整理し，簡単な構成を考えて文や文章を書く能力を身に付け

させるとともに，進んで書こうとする態度を育てる。」である。 

校内の掲示板に「なかよしコーナー」を設け，自分の経験したことや思ったことを文章に表

現してみんなに伝えるという書く教材である。さらに，「なかよしコーナー」の設置により相

手意識をもたせ，みんなに知らせたいという意欲をもって取り組むことができる教材である。  

書く内容は，主に自分自身や学校行事，日常生活のこととなる。身近なことを題材としてい

くため，様子を思い出したり内容を膨らませたりしやすいと考える。その他にも，手紙やレシ

ピなども扱う予定である。 

文章を書く学習を通して，文字の読み書きに慣れ親しみ，表現する力が身に付くと同様に，

体験をもとにして語彙を増やすことにもつながっていく教材である。 

⑶ 指導について 

    本単元でつけたい力は，簡単な手紙や日記などを順序立てて書く力と生活に必要な語彙力で

ある。年間を通して，なかよしコーナーでみんなに知らせるというゴールを設定し，意欲をも



たせて学習を進めていく。表現方法は児童の実態に合わせていくので，様々なものになると思

われるが，どのようなものであっても表現できたことを認め励ましながら学習できるようにし

ていきたい。学習を進めるに当たっては，児童の発達段階に合わせてグループ分けをして進め

ていく。単位時間の達成目標も発達段階に合わせて設定する。 

    一つの題材を作文に書かせるにあたっては，習得したことを活用できるように次のように進

めていきたい。 

   【作文の書き方】    

ア モデル文の構成の仕方や表現方法を学習する。 

イ モデル文を視写し，原稿用紙の使い方を知る。 

ウ 共通題材で習得した表現方法と構成を活用して書く。 

ア～ウの流れを基本とし，一年間繰り返し指導していく。最終的には，自分が選んだ題材に

ついて習得した表現方法や構成を自由に用いながら書けるようにしていきたい。さらには，国

語科以外の教科領域などでも，自分の考えや感想を書いて表現できるようになってほしい。 

個々への支援については，次のように考えている。 

   【個々への支援】    

ア なかなか言葉が思い浮かばない児童の場合は，書きたい場面の様子を動作化させた

り話をさせたりしながら文章表現と結び付ける。 

イ 文字を書くことに困難さがある場合は，指導者が聞き取った言葉をメモしてからそ

の言葉をシールで貼らせたり，表情カードから気持ちを選ばせたりしながら学習に取

り組ませる。 

ウ 作文に書く内容を思い出せるように，写真や映像を見せる。 

    交流活動については，次のような交流を考えている。 

   【交流活動】 

ア 友達の作文の中から学習した表現方法や工夫した表現方法を見つけ合う交流。 

イ 作文発表を聞いたり，読み合ったりしながらお互いの頑張りを認め合う交流。 

繰り返し学習していく中で，児童の実態や興味関心を活かした交流を考えていきたい。 

終末の振り返りは，自己肯定感や達成感をもてるように頑張ったことを認める時間とした

い。 

 

３ 単元の目標 

⑴ 書きたいことを見つけ，学習した方法で表現する。 

⑵ 簡単な日記や手紙を順序立てて書くことができる。 

⑶ 生活に身近な人や物の名前，動作や状態，感情を表す言葉を知り表現に用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 単元の指導計画と評価規準    

題材名 「なかよしクッキング！」  全６時間 

段

階 
学習活動 

国語への 

関心・意欲・態度 
書く能力 

言語についての

知識・理解・技能 
交流活動 

第

一

次 

 

見

通

す 

・ 

習

得 

⑴ モデル文で目指す

べきゴールと学習計

画を知り，見通しを

もつ。 

 

⑵ モデル文の構成と

表現の工夫を理解す

る。 

 

 

⑶ 表現の仕方を練習

する。 

学習の見通

しをもつ。 

 

 

   

  

 

正しく視写す

ることができ

る。 

 

 

新しい表現方

法を用いて文を

書く。 

 

 

 

 

 

「順序を表す

言葉」や「会

話文」の工夫

に気付く。 

 

「順序を表す

言葉」や「会

話文」の書き

方を知る。 

 

 

 

第

二

次 

 

活

用 

⑷ 共通題材に関わる

言葉集めをする。 

  

⑸ 共通題材で作文を

書き，交流する。 

【公開授業Ⅰ】 

【公開授業Ⅱ】 

 

⑹ 清書する。 

 

 

 

 

意欲的に書こ

うとする。 

 

  

 

丁寧に書こう

とする。 

 

 

 

 

「順序を表す

言葉」や「会話

文」を用いて文

章に表現する。 

 

  

題材に関わる

言葉を考えて集

める。 

友達と相談し

ながら，言葉集

めをする。 

 

「順序を表す言

葉」や「会話

文」を友達の作

文の中から探

す。 

 

＜題材の内容計画＞ 

５月  運動会 １１月  なかよしショップ  

なかよしクッキング 

６月  遊んだこと １２月  なかよし校外学習 

７月  水泳学習 宿泊体験学習 修学旅行 １月  冬休みの思い出 

８月  夏休みの思い出 ２月  雪遊び，スキー教室 

９月  西ブロック交流会 ３月  感謝の手紙 

１０月  学習発表会  

        ※ 楽しい体験があったら，随時書く。                    

                                 

 

 

 



５－１ 本時の指導（５/６時間）                 【なかよし２組公開授業Ⅰ】 

⑴ 本時の目標と評価規準  

＜全体の目標＞ 写真を見て，調理の様子を順序良く書くことができる。 

＜個人の目標・評価規準・支援＞ 

児

童 
本時の目標 児童の実態 支援・留意点 評価規準 

Ａ 
 

・ 「したこと」

「気持ち」を単語

で話し，言葉を平

仮名で書いたりシ

ールで貼ったりし

て表現することが

できる。 

・ 自分がしたこと

や思っていること

を単語で話す。 

・ 平仮名を一文字

ずつ読む学習と二

文字から三文字の

単語を読む学習を

している。 

・ なぞり書きもで

きるようになって

きた。 

・ 次にすべきこと

を知らせる声掛け

をする。 

・ 平仮名シールと

表情カードを用意

する。 

・ 話した言葉を文

字に直して，手本

を書く。 

・ 平仮名表を見る

ことができるよう

にする。 

・  手本を見なが

ら，話した言葉を

平仮名とシールで

表現することがで

きる。 

・ 自分の気持ちを

表情カードから選

ぶことができる。 

Ｂ 
 

・  「はじめに」

「次に」「様子を

表す表現」を使っ

て，「したこと」

「気持ち」を書く

ことができる。 

 

・ 自分のしたこと

や気持ちを話すこ

とができる。 

・ 平仮名をすらす

らと読むことがで

きる。 

・ 平仮名表を見な

がら文を書くこと

ができる。自分の

したことや気持ち

を主体的に書くこ

とができる。 

・ 書きたいことを

指導者に話したり

動作化して伝えた

りするように促

す。書きたい気持

ちが強いので，な

るべく自由に書か

せる。 

・ 平仮名表や片仮

名表を手元で見る

ことができるよう

にする。 

・  「はじめに」

「次に」や「様子

を表す表現」を使

いながら，二つの

事柄について自分

なりの言葉で書く

ことができる。１

００字程度で書く

ことができる。 

Ｃ 
 

・  「はじめに」

「次に」「様子を

表す表現」を指導

者との交流を通し

て考え，「したこ

と」「気持ち」を

書くことができ

る。 

・ 会話としては成

立しにくいが，一

方的に自分のこと

を話すことができ

る。 

・ 平仮名と片仮名

の読み書きができ

る。 

・ その時の様子を

思い出すような会

話をすると，様子

や気持ちを言葉や

文 字 で 表 現 で き

る。 

・ 書きたいことを

指導者に話したり

動作化して伝えた

りするように促

す。うまく話せな

い時は，観点を絞

って質問する。 

 

・  「はじめに」

「次に」を使い，

「 様 子 を 表 す 表

現」を指導者と一

緒に考えながら，

二つの事柄につい

て書くことができ

る。１００字程度

で書くことができ

る。 



Ｄ 
 

・  「はじめに」

「次に」「様子を

表す表現」を指導

者との交流を通し

て考え，「したこ

と」「気持ち」を

書くことができ

る。 

・ 話そうとするが

言葉がなかなかで

てこない。 

・ 平仮名と片仮名

の読み書きが大体

できる。 

・ 自分だけで様子

を表す表現を考え

る こ と は 難 し い

が，動作化させる

と言葉を思いつく

ことがある。 

・ 書きたいことを

指導者に話したり

動作化して伝えた

りするように促

す。 

・ 書き間違えがあ

るので，時々確認

するように声を掛

ける。 

・  「はじめに」

「次に」を使い，

「 様 子 を 表 す 表

現」を指導者と一

緒に考えながら，

二つの事柄につい

て書くことができ

る。１００字程度

で書くことができ

る。 

Ｅ 
 

・  「はじめに」

「次に」「様子を

表す表現」を指導

者との交流を通し

て考え，「したこ

と」「気持ち」を

書くことができ

る。 

・ 話すことはでき

るが，分からない

と黙ってしまう。 

・ 平仮名と片仮名

の読み書きができ

る。習った漢字を

使おうとする。 

・ どう書いたらい

いのか分からなく

なると固まってし

まうが，会話を通

して思い浮かぶ時

がある。 

・ 書きたいことを

指導者に話したり

動作化して伝えた

りするように促

す。 

・ 観点を絞って質

問する。答えたこ

とを褒め，その言

葉を書かせる。 

・  「はじめに」

「次に」を使い，

「 様 子 を 表 す 表

現」を指導者と一

緒に考えながら，

二つの事柄につい

て書くことができ

る。８０字程度で

書 く こ と が で き

る。 

Ｆ 
 

・  「はじめに」

「次に」「様子を

表す表現」を考

え，「したこと」

「気持ち」を書く

ことができる。 

・ 自分のことを話

すことができる。 

・ 平仮名や片仮名

の読み書きができ

る。２年生程度の

漢字を読み書きで

きる。 

・ その時の様子を

思い出すような会

話をすると，様子

や気持ちを言葉や

文 字 で 表 現 で き

る。 

・ 書きたいことを

指導者に話すよう

に促す。話せない

時は観点を絞って

質問する。 

・  「はじめに」

「次に」「様子を

表す表現」を使い

ながら，二つの事

柄について書くこ

とができる。１２

０字程度で書くこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 



⑵ 本時の展開 

段

階 

学 習 活 動 

（○主な発問，◇期待する児童の反応） 

指導上の留意点（・）評価（□） 

交流活動（☆） 

導
入 

５
分 

① ＜Ａ～Ｆ児＞ 

本時の目標と流れをつかむ。 

 料理の様子を順序よく書こう。  

ア 授業の流れをつかむ。 

イ 作文の構成と今日の重点をつか

む。 

ウ 前時に集めた言葉について思い出

す。 

・ 構成「１ 知らせたいこと。」 

    「２ はじめに作ったもの。」 

    「３ 次に作ったもの。」 

「４ どんな気持ち。」 

「２，３，４について書くこと」を確認す

る。 

・ 前時に集めた言葉を黒板に掲示し，言葉

や漢字で悩まないようにする。 

展
開 

３
５
分 

② ＜Ｂ～Ｆ児＞ 

   書こうとしている調理活動について発

表し，今日はどんな作文を書くといいか

を知る。 

 

＜Ａ児＞ 

 選んだ写真を確認する。 

 

  

③ ＜Ｂ～Ｆ児＞ 

写真を見ながら，作文を書く。 

ア 「はじめに作ったもの。」「次に作

ったもの」。を，写真を見ながら順

序良く書く。次に，「気持ち」を書

く。 

 

イ 読む練習をする。 

 

  

・ 児童が話した内容を聞き，今日どのよう

な作文が書けるとよいのか一人一人のゴー

ルを簡単に確認する。 

・ 「順序を表す言葉」の他に「様子や動き

を表す言葉」を書けばよいことを，モデル

文を見ながら確認する。 

・ Ｔ１は主にＢＣＤの支援，Ｔ２は主にＥ

Ｆの支援，支援員は主にＡの支援に当た

る。 

・ 前時に，「１ 知らせたいこと」を書か

せるとともに，書きたい場面の写真を決め

させておく。 

・ 動作化できるように調理用具も用意して

おく。 

・ 自分で様子を表す表現を考えた児童を褒

め，考えることに意欲をもたせる。 

・ 自分で場面分けができなかったり，言葉

が思いつかなかったりしたら，指導者から

場面の分け方や言葉を提案する。 

・ 早く終わって，清書したい児童には数種

類の原稿用紙から好きな原稿用紙を選ばせ

て清書させていく。 

□ 順序を表す言葉を用いて，調理している

様子を書くことができる。 



＜Ａ児＞ 

   ア 写真を見て，「何をした」「気持

ち」を話す。 

    

   イ 話した言葉を書く。 

 

ウ 指導者がその言葉を文に直し，話

す練習をする。 

 

   エ なかよしコーナーの看板の文字を

書く。 

 

オ 書いた文字を並べて画用紙に貼

る。 

 

④ ＜Ａ～Ｆ児＞  

書いた作文を発表して交流する。 

ア 自分の作文を読む。 

   イ 順序を表す言葉が使われている

か，どんな様子かを考えながら聴

く。 

＜Ａ児への支援＞ 

・ 書いたり，話したりできるように手本を

示す。書けない平仮名はシールで貼る。 

・ 発表の練習に取り組むように促す。一人

では難しいようなら一緒に話すようにす

る。 

・ 「なかよしコーナー」の文字を画用紙に

書き，画用紙に貼る活動を一緒に行う。 

□ 写真について指導者と話し，「したこ

と」「気持ち」を平仮名やシールで表現

することができる。 

   

 

 

 

・ 友達の発表後，作文の内容をクイズにす

ることで集中して聞けるようにする。工夫

した表現に目を向けられるようにクイズを

出す。 

・ 楽しく発表できるように場の設定を工夫

する。 

・ Ａ児は指導者と一緒に発表する。 

☆ 発表を聞き，感想を伝え合う。 

終
末
５
分 

⑤ ＜Ａ～Ｆ児＞  

学習を振り返り，頑張ったことを書く。 

・ マークや文などで自分の学習を振り返

り，達成感をもてるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑶ 板書計画 

  
 
 

り
ょ
う
り
の
よ
う
す
を 

じ
ゅ
ん
じ
ょ
よ
く
か
こ
う
。 

 
 
 
 

 
① 
作
文
を
か
く
②
は
っ
ぴ
ょ
う
③
ふ
り
か
え
り 

 
月 

 
 
 

日 
 
 
 

曜
日 

  

知
ら
せ
た
い
こ
と 

  
 
 

 

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

  

あ
つ
め
た 

こ
と
ば 

   

☆
つ
ぎ
に 

 

  

あ
つ
め
た 

こ
と
ば 

 
 
 
 
 

    

ど
う
お
も
っ
た
か 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

は
じ
め
に 



５－２ 本時の指導                       【なかよし１組公開授業Ⅱ】 

 

⑴ 目標と評価規準 

＜全体の目標＞  

調理の写真を見て，調理の様子を順序よく会話文を入れて書くことができる。 

＜個人の目標・評価規準・支援＞ 

児
童 

本時の目標 児童の実態 支援・留意点 評価規準 

Ａ 
 

・ 「様子を表す表

現」や「会話文」

を使って，「した

こと」「気持ち」

を工夫して書くこ

とができる。 

 

・ 質問されたこと

に対して適切に答

えることは難し

い。ただ，自分の

ことを話すことは

できる。 

・ 当該学年の教科

書を読むことがで

きる。 

・ 文型に当てはめ

ると悩まずに書く

ことができる。 

・ 書きたいことに

ついて一つ一つ確

認しながら，作文

全体の構成を一緒

に考えるように進

める。 

・ 書き進める速さ

が遅いので，特に

も配慮して進めさ

せる 

・ 順序や様子を表

す表現を適切に使

いながら，会話文

を上手に使うこと

ができる。 

Ｂ 
 

・ 「様子を表す表

現」や「会話文」

を使って，指導者

と交流しながら

「したこと」「気

持ち」を工夫して

書くことができ

る。 

 

・ 自分のしたこと

を話すことができ

る。 

・ 当該学年の教科

書を読むことがで

きる。 

・ 自分なりの表現

で経験したことを

書くことができ

る。 

・ 書きたいことに

迷っていたら，す

ぐに適切な助言し

て書き進められる

ように促す。 

・ 集中できる時間

が限られているの

で，活動が止まら

ないよう，支援カ

ードを準備してお

く。 

・ 順序や様子を表

す表現を考えなが

ら，会話文を入れ

て自分なりの表現

で書くことができ

る。 

Ｃ 
 

・ 「様子を表す表

現」や「会話文」

を使って，指導者

と交流しながら，

「したこと」「気

持ち」を工夫して

書くことができ

る。 

・ 自分のことを話

そうとするが，言

葉がなかなか出て

こない時がある。 

・当該学年の教科書

を読むことができ

る。 

・ 思っていること

を文章に表現する

ことが難しいが，

楽しく書こうとす

る。 

・ 書きたいことを

指導者に話すよう

に促す。様子を表

す言葉を選ぶ際に

は声を掛け，確か

めながら進める。 

・ 字を丁寧に書く

よう声掛けする。 

・ 順序や様子を表

す表現を，指導者

と一緒に考えなが

ら会話文を入れて

書 く こ と が で き

る。 



Ｄ 
 

・ 「様子を表す表

現」や「会話文」

を使って，「した

こと」「気持ち」

を工夫して書くこ

とができる。 

 

・ 経験したことを

話すことができ

る。 

・ 当該学年の教科

書を読むことがで

きる。 

・ 経験したことを

作文できる。た

だ，順序立てて表

現することは苦手

である。 

・ 書きたいことを

確認しながら，短

い文で書くように

声掛けをする。 

・ 「会話文」で書

きたいことを確認

する。 

・ 文のつながりを

意識させながら活

動を進めさせる。 

・ 順序や様子を表

す表現を考えなが

ら，会話文を入れ

て短い文で書くこ

とができる。 

Ｅ 
 

 

・ 「様子を表す表

現」や「会話文」

を上手に使って，

「したこと」「気

持ち」を詳しく書

くことができる。 

 

・ 経験したことを

上手に話すことが

できる。 

・ 当該学年の教科

書を読むことはで

きるが，漢字を覚

えることが難し

い。 

・ 文章を書くこと

に苦手意識があ

る。「したこと」

「気持ち」を簡単

な文章で書くこと

はできる。 

・ 書きたいことを

話してから書かせ

るようにする。 

・ 分からない漢字

があると活動がス

トップするので，

聞かれたら間をお

かずに助言する。 

・ 会話文を入れる

ところや書き方を

チェックして進め

させる。 

 

・ 順序や様子を表

す表現を考えなが

ら，指導者と一緒

に確かめながら，

会話文を入れて作

文を書くことがで

きる。 

Ｆ 
 

・ 「様子を表す表

現」や「会話文」

を上手に使って，

「したこと」「気

持ち」を詳しく書

くことができる。 

 

・ 声は小さいが，

経験したことを話

すことができる。 

・ 当該学年の教科

書を読むことがで

きる。 

・ 経験したことと

思ったことを，自

分で考えて書くこ

とができる。 

・ 合う言葉が見つ

からないときには

カードから選ぶよ

うに声を掛ける。 

・ 学習の様子を見

て，内容が膨らみ

そうな様子なら

ば，周りの友達の

様子も書くように

声を掛ける。 

・ 順序や様子を表

す表現を考えなが

ら，会話文を入れ

て上手に作文を書

くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑵ 展開 

段

階 

学 習 活 動 

（○主な発問，◇期待する児童の反応） 

指導上の留意点（・）評価（□） 

交流活動（☆） 

導
入 

５
分 

① 本時の流れと目標をつかむ。   

会話文を入れてお料理したことを書こう 

ア 構成と会話文を入れて書くことを確認

する。 

イ 前時の言葉集めの準備を確認する。 

ウ お知らせ文（書き出し文）の続きから

書き始めることの確認をする。 

 

・ 「知らせたいこと」「はじめに」「次に」

「思ったこと」の構成であることと，「会  

話文を一つは入れること」を確認する。 

・ 集めた言葉を掲示して，書き進める際に

困ったら，すぐに見ることができるように

する。 

展
開 

３
５
分 

② 作文を書く。 

ア 順序を表す「はじめに」「次に」を使

いながら，調理の様子を書き進める。 

イ 「様子」や「気持ち」の表現を入れな

がら「会話文」の入れる場所を考えなが

ら書く。 

 

＜Ｂ児＞ 

・ 特にも学習活動が停滞しがちなので，

よりどころとなる言葉や話し掛ける内容

を準備して活動を見守る。 

＜Ｃ児＞ 

・ 先をあまり考えずに，思いついたこと

を書き進めようするので，「会話文」の

場所や字を丁寧に書くことに留意して支

援をしていく。 

＜Ａ児＞ 

 ・ 字を丁寧に書こうとするあまり，学習

の時間を考えずにゆっくり作業する。丁

寧に書こうとすることは認めながらも，

常に進行状況をチェックしながら，時間

内の完成ができるよう支援していく。 

 

 

 

③ 書いた作文を読み合って交流する。 

ア グループごとに発表し合い代表を決め

る。（Ａ．Ｃ．Ｆ）と（Ｂ．Ｄ．Ｅ） 

 イ 代表が発表する。なぜ代表に選んだの

かも簡単に紹介し合う。 

・ Ｔ１は主にＢ児の支援，Ｔ２は主にＣ児

の支援をし，グループに別れた際も，その

グループを担当する。 

・ 何を書くのかを，モデル文を見ながら確

認する。 

・ 作文授業だけで使うことができる鉛筆を

用意し意欲をもたせる。 

・ 200 字程度の原稿用紙を用意し，少なく

ともこの一枚を全部埋めるつもりで進めさ

せる。 

・ 分からない漢字や言葉を児童同士で聞き

合えるように促していく。 

□ 調理の写真を見て，調理している様子を

順序良く会話文を入れてくわしく書くこと

ができる。 

 

・ Ｔ１は女子＋男子Ｂの３人を，Ｔ２は男

子グループ３人を担当する。 

・ 各グループともに６年生が中心になって

グループでの活動の際に，進行役を務める

ので，進行がスムーズいかない場合は，Ｔ

１，Ｔ２ともに担当グループで助言を行

う。 

・ 作業時間は進行状況で変わるが保障す

る。 

 

 

☆ グループごとに読み合い，自分たちなり

によく分かると思う表現を探す。代表に選

んだ作文のどの表現や文がいいのかを話し

てから，代表に発表させる。 



終
末 

５
分 

④ 学習を振り返り，本時の学習を反省し，

特にもがんばった点を見つけ記述する。 

 

⑤ 次の時間の清書作業を伝える。 

・ 自分の本時の学習の頑張りを表情マーク

や文で表現する。 

・ 短くとも記述部分の反省も書くよう声掛

けする。 

 

 

⑶ 板書計画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会
話
文
を
入
れ
て
お
料
理
し
た
こ
と
を
書
こ
う 

 
 

 
 

①
確
か
め 

 

  
 

順
序
よ
く
ま
と
め
て
書
く 

 
 

様
子
や
気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
に
書
く 

 
 

会
話
文
を
入
れ
て
書
く 

  
 

②
作
文 

   
 
 
 

 

集
め
た
言
葉 

   
 
 
 

 

集
め
た
言
葉 

   
 

③
交
流 

 
 

い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ
た
か
な
？ 

  
 

④
発
表 

 
 

み
ん
な
に
し
ょ
う
か
い
し
て
み
よ
う
！ 

  
 

⑤
ふ
り
か
え
り 


